           繁殖記帳ソフトの使い方

はじめに

このソフトは、Windows95．98に対応したExcel97以上で使用出来るソフトで、日本畜産会標準の様式で

税申告にも対応し、簡単な日常の取り引きの数値を記入するだけで、損益計算、貸借対照表まで処理するよ

うになっています。また繁殖率や、子牛の増体等の技術的な面も数字化されるので、経営改善におおいに

役立てると思います。一部手動で数式を記入しなければなりませんが、あしからず。
繁殖記帳ソフト 使用上の注意

1． Ａ４版の横印刷されるよう設定してありますので、セルのサイズ変更はしないで下さい。変更した場合は、

    レイアウトも設定し直して下さい。

2． 色付のセル及び書込み禁止のセルには、重要な数式が打込んでありますので、記入しないで下さい。一応、

    セルの保護しておりますが解除して数式の変更はできます。その場合このディスクをコピーしておくこと

    をおすすめします。

3． このソフトはフリーウエアであり、転載、変更は自由です。しかし転売はしないで下さい。

                                                        制作者  齋藤 文明   メール：bikki@ms5.omn.ne.jp
	使用方法


1 このデスクは、書込み禁止のツメをONにしてあります。書込み禁止のツメをoffにして、このデスク上で

   直接記入操作出来ますが、速度を速める為 又、安全の為（ ロックのしていない数式セルもあります ）

   任意のディレクトリに ｢繁殖経営｣ という名前のホルダを作り、そこにこのデスクを全部コピー

   してから使用することをおすすめします。

② このソフトは、次のタイトル（シート）から出来ています。


[image: image1.wmf]基本台帳

  繁殖牛の飼育状況を記入します。

[image: image2.wmf]子牛販売

  本年度の子牛販売を記入します。

[image: image3.wmf]他収入

  子牛販売以外の収入を記入します。

[image: image4.wmf]借入金

  繁殖経営に関わる借入金を記入します。 

[image: image5.wmf]購入飼料

  購入した濃厚飼料、粗飼料を記入します。


[image: image6.wmf]仕 分 帳

  繁殖経営に関わる購入飼料以外の支出を科目毎に記入します。
	子牛生産



[image: image7.wmf]子牛生産販売まとめ

  雄牝別に、価格･体重･日齢体重･日齢価格のトータル、平均値がわかります。


[image: image8.wmf]子牛･育成牛の評価�

  子牛･育成牛の期末棚卸し額や、繁殖牛振替額がわかります。


[image: image9.wmf]繁殖のまとめ

  繁殖牛の産歴･得点･種付回数･分娩間隔･の平均値と飼育規模がわかります。


[image: image10.wmf]繁殖牛評価と償却

  繁殖牛の期末評価額と、年間償却額がわかります。

[image: image11.wmf]固定資産評価償却

  繁殖経営に関わる施設･機械器具の期末評価額と、年間償却額がわかります。

	経営のまとめ



[image: image12.wmf]生産費用

  項目別の費用集計書（複式簿記形式） 


[image: image13.wmf]損益計算

  損益計算書（複式簿記形式）


[image: image14.wmf]収支計算

  収支計算書（単式簿記形式）


[image: image15.wmf]貸借対照

  貸借対照表

                 
[image: image16.wmf]  
[image: image17.wmf]  色のタイトルは、該当項目全部手動で記入。

                 
[image: image18.wmf]  
[image: image19.wmf]  
[image: image20.wmf]  色のタイトルは、項目が青色のところだけを手動で記入。

                                       オレンジ色が濃くなる程、手動での記入項目が少なくなります。

3 記入のしかたが分からない時は、タイトルにある 
 をクリックすると繁殖記帳ヘルプが表示されます。

   Excelのバージョンにより、ウイルスの危険からヘルプファイルを開くかどうか確認のメッセージが表示されることが

   ありますが、（このファイルは、ウイルスチェック済ですので安全です。）「開く」をクリックして下さい。

   又、記入例．Xlsファイルをご覧になって、参考にして下さい。    

   詳しい記入の仕方は、下記の具体的な記入方法で説明しています。

尚、お使いのパソコンのモニターが小さい場合、各シートのページプレビューを表示すると全体の構成が理解できます。

	具体的な記入方法



[image: image22.wmf]基本台帳

 （ 基本台帳 ）

      はじめに期首,期末の欄に記入を忘れずに!! 平成10年１月１日は、H10.1.1 か、 1998/1/1 と記入
      繁殖牛名号   ――― 牛名を記入

      生年月日     ――― 繁殖牛の生年月日を期首の要領で記入

      産次数       ――― 期首時の産次数を記入。０の場合は、空欄にする。

      登録点数     ――― 登録点数を小数点1位まで記入

      前期分娩･後期分娩 ― 分娩日を年月日で記入、ただし当期に２度分娩の場合、最初を前期分娩に記入

                           性別は、♀、♂の記号で記入。

                           双子の場合、♀♀ とか ♀♂ とする。その際、♂♀記号以外の文字や記号は入れない。                           

      種付回数     ――― 当期に分娩または、妊娠確認したものの種付を、回数ごとに月日で記入

                          ５回以上の場合未記入でも良い。その時は、
[image: image23.wmf]繁殖まとめ

の種付回数の欄に直接記入
      子牛事故     ――― 当期に子牛が死亡した場合、年月日と性を記入

      廃用月日     ――― 繁殖牛の廃用があった場合、また廃用牛を肥育にまわした場合、年月日を記入

      当期導入     ――― 当期に導入であった場合、年月日と価格を記入。また廃用牛を肥育にまわした場合、

                          廃用月日が導入月日となり、
[image: image24.wmf]繁殖牛評価と償却

の期首現在価が、導入価格となる。

[image: image25.wmf]子牛販売

 （ 子牛販売 ）
繁殖牛名号   ――― 自動記入 

子牛生年月日 ――― 平成10年5月8日の場合  H10.5.8  か、  1998/5/8でもよい。

性別         ――― ♀、♂ の記号を記入。双子の場合や、年２頭販売の場合は、♀♀ とか ♀♂ とする。

                                         その際、♂♀記号以外の文字や記号は入れない。

販売月日     ――― 販売日を子牛生年月日の要領で記入。販売月日の違う２頭販売の場合は記入しない。
販売価格     ――― 消費税込みの額。 ２頭販売の場合は、２頭の合計額

販売体重     ――― 販売時の体重     ２頭販売の場合は、２頭の合計値 

販売手数料   ――― 市場手数料、運賃 ２頭販売の場合は、２頭の合計額
飼育日数、一日当り体重、一日当り価格、手取り額は自動的に記入になります。

   ２頭販売の場合で、飼育日数が空欄になっている場合は、２頭の平均値を手動で計算して記入

制度牛返済額 ――― 農協有牛、町有牛等  （ 預託牛は短期借入となるので別です ）


[image: image26.wmf]他収入

  （ その他の収入 ）
      肥育牛販売   ――― 繁殖経営専用なので、肥育はその他の収入となる。肥育牛の販売と、販売手数料も記入。

      廃用牛販売   ――― 廃用牛の販売を記入

      各種補助 助成  ―― 補助金、助成金、奨励金

      共済･安定基金  ―― 受取共済金、子牛安定基金、飼料安定基金 等

      その他     ―――― 堆肥販売、自給飼料販売 等 


[image: image27.wmf]借入金

  （ 借入金 ）
      長期借入金   ――― 資金名、借入金額、借入年月日、据置期限、利率、最終年限を記入

                          期首残高以降は、各資金毎に当期と、４年後までの返済計画がでます。

      短期借入金   ――― 多種多様な借入金の形態があるため、完全な数式対応していません。

                          借入金の種類、期首残高、当期借入、当期償還、支払利息、期末残高の欄に手動で

                          計算して記入してください。合計は自動で出ます。

      制度牛     ―――― 上記同様手動で計算して記入してください。合計は自動で出ます。


[image: image28.wmf]購入飼料

  （ 購入飼料 ）

· 品目に、ふすま･子牛育成･大豆粕･オールインワン太郎･子牛グリーンがあり、
[image: image29.wmf]ふ す ま

の様に色付の

      セルになっていますが、品目の変更は可能です。あなたが購入している品目名に変更して下さい。また、

      ９つの種類まで用意してありますが、足りない場合は配合飼料と単品別にして下さい。     

     月   日    ―――― 購入時、支払時 どちらでもかまいませんが、混在しない事。

     数   量    ―――― 袋数と、重量を記入

     金   額    ―――― タイトル 
[image: image30.wmf] 色の品目は、合計で消費税(５％ )加算になるよう設定して

                         いますので、消費税は含まない金額を記入。それ以外の色の品目は消費税含みの

                         金額を記入。

  ○ 期首 期末在庫は、記入しなくても可。

· ビタミン剤･カルシューム･鉱塩等は、飼料ではないがここで集計します。

· 購入飼料の集計では、数量、金額、単価は自動ででます。  栄養価は、手動で記入して下さい。
自給粗飼料、自給稲ワラの数量（概算でも良い）を必ず記入の事。（ 単位 kg ）


[image: image31.wmf]仕 分 帳

  （ 科目別経費 ）   

  経費を科目別に、支払月日と消費税含みの金額を記入。 

  ○ 自給飼料費  ――― 種苗費……種子代     肥料費……肥料代      その他……除草剤、結束ひも等 

  ○ 敷料費    ―――― 購入のもの

· 雇用労働費  ――― 畜産に関するユイ以外の雇用労賃、食費も含む

· 診療･医薬品費 ―― 医療費、薬品代、削蹄料、   （ビタミン剤等は購入飼料で記入されたものが
                      自動的に加算されます）

○ 去勢代    ―――― 診療･医薬品費に自動的に加算されます

· 光熱水道費  ――― 水道料、電気料、  家計費と一緒の場合案分します。

· 燃料費    ―――― ガソリン、軽油、オイル等
· 種付料    ―――― 種付をした日に支払ったことにする
· 修繕費    ―――― 牛舎、機械、自動車の修理代
· 小農具費  ―――― ２０万円以下の小農具（鼻カン、ロープ、バケツ、作業衣など）

· 諸材料費  ―――― ホーキ、電球、軍手など
· 賃料料金  ―――― 登記･登録料、放牧料、リース料、その他賃料料金など
· 共済掛金  ―――― 家畜、牛舎の共済掛金
· 租税公課･諸負担 ― 牛舎･飼料畑の固定資産税、 自動車税（購入時は取得税）牛組合費など
· その他管理費  ―― 電話料、事務費など
· 各種安定基金  ―― 子牛安定基金、配合飼料安定基金
· 支払地代  ―――― 借地代 （借地飼料畑でも自給飼料費に含まずここで記入）
· 支払利息  ―――― 長期、短期、の利息すべて
	子牛生産



[image: image32.wmf]子牛生産販売まとめ


  このシ－トはすべて自動的に記入なります

  雄･雌別に  生産、販売、事故の頭数と 販売価格･日齢･出荷体重･が集計されます。

  またその平均値も集計されます。

  期中に、２頭以上の生産、販売の場合にも対応していますが、基本台帳 及び,子牛販売のところで、記入が

  適正でないと、集計もうまくいってない場合があるので確かめて下さい。


[image: image33.wmf]子牛･育成牛の評価�

 

  ここでは、子牛･育成牛の流動資産としての前期からの繰入と、次期への繰越を集計します。

  また、育成牛から繁殖牛への振替（ 流動資産から固定資産への振替 ）をします。

  青色文字の項目に記入する。前期から繰越された子牛･育成と、次期へ繰越す子牛･育成のみ記入。
  ○ 期前分娩･導入

     年月日  ―――― 前期分娩で本年度に繰越された子牛の分娩年月日を記入。自動記入なります。
                      また、前期に導入して種付していない育成牛の導入年月日を記入。
     価格    ―――― 生まれた時点の評価額  （ すべて１００,０００円に設定しています ）
                      育成牛は、導入価格を記入。

· 前期飼育費用  ― 前期に与えた繁殖牛１頭分の1日当りの購入飼料費

· 期首    ―――― 飼育日数、評価額は自動記入なります。

· 期中分娩･導入

   年月日  ―――― 期中に生まれて販売されない子牛は、すべて自動記入なりますが、事故等で期末現在
                    その子牛がいない場合は、空白にして下さい。

   価格    ―――― 子牛( 出生時価格１００,０００円 )、育成牛( 導入価格 )とも自動記入なります。                    

· 当期飼育費用 ―― 自動記入なります。

· 期中繁殖牛振替時 

   年月日  ―――― 育成牛に種付した時点で繁殖牛となるため、種付年月日を記入。

   評価額  ―――― （ 期首価格＋当期飼育費用×期首から種付までの日数 ）自動記入なります。

                    繁殖牛振替をした場合、基本台帳の繁殖供用月日及び繁殖供用額の欄にも、

                    上記の年月日、評価額を記入して下さい。                    
· 期末             飼育日数、評価額は自動記入なります。


[image: image34.wmf]繁殖のまとめ

   

  ここでは、繁殖の技術面と飼育規模がわかります。

  初産月齢、育成日数、子牛日数、以外は自動記入なります。

  初産月齢  ―――― 初産分娩の月齢。繁殖牛毎に記入

  産次数    ―――― 期中の産次数がわかります

  廃用産次  ―――― 期中に廃用があればその産次数がわかります

  登録得点  ―――― 登録点数

  前回分娩  ―――― 期前に分娩した年月日

  当期分娩  ―――― 当期に分娩した年月日

  分娩間隔  ―――― 前回分娩から当期分娩までの日数、前回あるいは当期分娩がない場合は空欄になります。

  種付回数  ―――― 当期に分娩したもの、あるいは妊娠を確認したもの、の種付回数

                     ４回までは自動記入になりますが、５回以上の場合は直接記入して下さい。
  経産牛日数  ――― 分娩経験のある牛の、期中における飼育日数  自動記入
  未経産日数  ――― 妊娠して分娩までの、期中における飼育日数  自動記入

                     経産牛日数･未経産日数で、期中に経産牛･妊娠牛を導入した場合は自動記入対応しませんので、

                     自分で日数を計算して記入して下さい。

  育成日数  ―――― 繁殖目的に、保留･導入した牛の期中における飼育日数。自動記入になりませんので

                     保留･導入してから種付するまでの日数を計算して記入して下さい。

  子牛日数  ―――― 記入無くても可


[image: image35.wmf]繁殖牛評価と償却

  全部自動記入
  固定資産としての繁殖牛の評価と、年間の償却額がわかります。

  償却残年数の欄で（赤字）で表示されるのは、償却が終ってからの年数

	このソフトの繁殖牛の償却方法は、

                                  償却年数５年、

                                  残存価格は半分( ただし上限額100,000円 )とする。



[image: image36.wmf]固定資産評価償却

  

     固定資産の評価額と年間の償却額がわかります。

     建物･構築物と機械･車両に分けて集計しています。

種    類   ―――― 固定資産対称となるものの品名を記入。

取得年月   ―――― 取得した年月日を記入（日にちは１として下さい。）

取得価格   ―――― 取得価格を記入。 複数の人と共同購入の場合は、自分の割当て額。

廃用年月･価格  ―― 廃用した場合の年月日と価格を記入

期    首   ―――― 期首年月日  期中で新たに購入した場合は、購入月日 自動記入

部門割合   ―――― 繁殖部門での使用割合を整数で記入

総償却額   ―――― 繁殖部門での償却対照額

耐用年数   ―――― 計の欄に、耐用年数を記入。

                    資産の種類によって法的耐用年数が定めてあります。（ 税の手引き を参考 ）

                    残年数以下は自動記入

	経営のまとめ


 
[image: image37.wmf]生産費用


 複式簿記形式で、ほとんどの項目で自動記入になりますが、有市価物、自給敷料費、家族労働費、

 草地の減価償却、自家利用厩肥評価額 の項目は必要があれば記入してください。（記入なくても可）

 各項目で、エラーの表示があればその項目に関連するシート（タイトル）を点検して原因を確かめて下さい。

 
[image: image38.wmf]損益計算


 全項目自動記入なります。

 
[image: image39.wmf]収支計算


 全項目自動記入なります。

 
[image: image40.wmf]貸借対照

  自動記入以外の項目の記入方法は、以下のとおりです
 流動資産 

     現  金  ―――― 記入なくても可

     預  金  ―――― 畜産口座以外の預金、定期預金額 記入なくても可

     畜産口座  ――― 畜産に関する取引口座、期首 期末の額を記入  

     未収金  ―――― 期首 期末時における未収金を記入

     その他  ―――― 上記以外の流動資産額を記入

 固定資産

     土  地  ―――― 記入なくても可

     その他  ―――― 上記以外の固定資産額を記入

 流動負債 

     畜産口座  ――― 畜産に関する取引口座、期首 期末時にマイナスであればその額を記入

     未払金  ―――― 期首 期末時における未払金を記入

     短期借入金  ―― 期首 期末時における短期借入金額を記入

     預託牛  ―――― 農協等の預託牛額

     その他  ―――― 上記以外の流動負債額を記入

 固定負債

     長期借入金、貸付牛は自動記入

     その他  ―――― 上記以外の流動負債額を記入

 資    本

     資本金  ―――― 期首の資本合計額が、期末の資本金額となる。自動記入
     補助金  ―――― 経営に補助として支援を受けた場合の金額、

     所  得  ―――― 自動記入

     その他  ―――― 他の部門へ向けた額 自動記入

2011.2.24　 Bikki Farm  All rights reserved  

URL http://www5.omn.ne.jp/~bikki/    

Mail bikki@ms5.omn.ne.jp
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